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ラフ集合による音楽の特徴認識 

Recognition of music characteristic with rough sets 
○ 山脇一宏（国立音楽大学・工学院大学）椎塚久雄（工学院大学） 

 
１．音楽の特徴認識の現状 

音楽の特徴認識は、iTunes に代表される様なダウンロ

ードによる楽曲販売を行っているサイトでのリコメンド

システム構築の為に使用する事も可能なため，現在さか

んに研究されている．本論文はデータマイニングの新し

い手法として注目されているラフ集合による音楽の特徴

認識について考察する． 

著者らは，色彩と形容詞の感性的対応関係を明らにし

ているカラーイメージチャート[1]を端緒とした音楽の

特徴認識システムを構築している[2]．本論文は著者らが

構築した従来の音楽の特徴認識しシステムでは，認識し

にくかったネガティブなイメージ（悲しい・苦しい等々）

をも認識できる新しい特徴認識システムをラフ集合理論

を利用して構築する．  

なお，本論文では従来から使用していたアンケート用

の楽曲を使用して従来の特徴認識との関連を取りながら

ラフ集合による認識システムの構築をめざすことにする． 

２節ではアンケートの詳細について示す．３節ではア

ンケートの結果を解析する．４節では，アンケート結果

から得られた結果より，ラフ集合による音楽の特徴認識

について述べる．ラフ集合を使用した音楽の特徴認識シ

ステム的は，未完成ではあるが改良を加えることによっ

て，有用性が高いシステムになることが判明した． 

 

２．アンケートの詳細 

 

2.1 サンプル曲 

 

サンプル曲は２曲とした．既存の楽曲にはアンケート

対象者が個々の楽曲に独自のイメージが保持している可

能性があり，アンケート結果に影響してしまう可能性あ

る．よって，サンプル曲は，著者の一人が新たに作曲し

たものを使用した．すべてピアノソロの楽曲で，演奏も

著者の一人が行った．楽曲の録音条件等々は２曲とも全

く同一の条件で行った． 

第一曲は，著者らが既に今までに構築した認識システ

ムでの結果が得られている曲を使用した．これは，従来

のシステムでの結果と照合することによって，新しいシ

ステムの評価を確実に行うためである．第二曲は調性以

外の要素について第一曲と全く同一として，調性以外の

音楽的要素を排除する事にした．音楽の認識に影響を及

ぼす条件は非常に多く存在するので，今回は音楽的な要

素をコントロールしたサンプル曲によってアンケートを

行うものとする． 

サンプル曲の特徴を表１に示す．また譜例を巻末に掲

載した． 

表１ サンプル曲の特徴比較表 

 

 

2.2 被験者 

アンケートの対象は国立音楽大学ピアノ科及び音楽教

育学科の学生 12 名とした．音楽を専攻する学生のデータ

を一般的な評価の対象する事にした．著者らの研究によ

って音楽を深く理解している音楽家のデータは一般の

人々の反応と同じ傾向を現し，しかも個人的に稀な反応

を示さない為，一般的な傾向を示す実験結果を得られる

ということが著者らの研究によって明らかになっている

からである[3]． 

 

2.3 設問 

従来の著者らが開発した特徴認識システムでは音楽の

特徴認識と色彩の特徴認識を関連づけたシステムを構築

するためにカラーイメージチャートと連携を取れる形と

している．そのために使用する形容詞は，カラーイメー

ジチャートに使用されている形容詞イメージチャートを

元に作成している．  

形容詞イメージチャートはデザインの分野での形容詞

イメージに限定している為，縦軸（Ｙ軸）を Soft-Hard，

横軸（Ｘ軸）を Warm-Coll とした 2次元グラフとしてい

る．ネガティブなイメージの把握の為に第３の軸も設定

されているようだが，実際には第三の軸はほとんど使用

されていない状況である． 

音楽においては，ネガティブなイメージも重要である

ので，今回の実験ではネガティブなイメージも聴取でき

第一曲 第二曲 

拍子 ６／８拍子 ６／８拍子 

テンポ Allegretto Allegretto 

小節数 ８ ８ 

調性 Ｄes dur  

変二長調 

cis moll 

嬰ハ短調 



                                                                               
                               

るように設問を設定した．従来使用していた形容詞群を

元にネガティブなイメージも聴取する目的からその形容

詞と反対語との形容詞対を作成した．反対語の作成には

反対語対照語辞典[4]，類語・反対語・関連語[5]を参考

にした．表 2 に使用した 19 の形容詞対を示す．19 の形

容詞対は常に形容詞対の左にカラーイメージチャートで

使用されている形容詞を配置して右に反対語を配置した．

また 19 の形容詞（左）の選択にはカラーイメージチャー

トでのグループ分類の中から最低一つの選択肢（形容詞

対）が加えられている様にバランスにも配慮した．なお，

作成した形容詞対による設問は一般的な因子分析の手法

で使用されている 3段階の設問とした．表 3に 3段階の

形容詞の評価値を示す．尚紙面の都合上，３つの形容詞

対について示すが，他の形容詞対も同じ形式を踏襲して

いる 

 

表２ アンケート設問に使用した 19 の形容詞対 

 

 

表３ ３段階形容詞対の評価値 

 

形容詞対 評価と評価値 

子供らしい-大

人っぽい 

A1 

子供らしい

A2 

どちらとも言

えない 

A3 

大人っぽい 

愉快な-不愉快

な 

B1 

愉快 

B2 

どちらとも言

えない 

B3 

不愉快 

華やかな-地味

な 

C1 

華やか 

C2 

どちらとも言

えない 

C3 

地味な 

アンケートでは各楽曲の演奏データを２回聞かせ，そ

の曲のイメージに当てはまると思う評価値を答える形式

とした．すべての設問に必ず答えを書き込む様に指示し

た． 

2.3 ラフ集合による評価 

ラフ集合による評価はホロン社[6]が販売しているラ

フ集合解析ソフトを使用した．ラフ集合のルール計算を

行ったが，データ量を制限する必要があり，12 名の被験

者データからランダムに 9 名分を選択して評価を行った．

第一曲の解析結果を表４に第二曲の解析結果を表５に示

す． 

【設定】 

属性値：形容詞対（１９） 

データ数：９ 

結論（Ｙ）：サンプル曲名  

Ｙ＝１（第一曲） 

Ｙ＝２（第二曲） 

 

表４ 第一曲ラフ集合による解析結果 

 

 

 

 

 

 

1/A 子供らしい-大人っ

ぽい 

11/O シックな-野暮な 

2/B 愉快な-不愉快な 12/P ナチュラルな-人工的な

3/C 華やかな-地味な 12/Q 女性的な-男性的な 

4/E 活動的な-内向的な 14/R 上品な-下品な 

5/H 贅沢な-質素な 15/S スピ―ディ―な-ゆった

りした 

6/I 力強い-弱弱しい 16/T モダンな-クラシックな

7/J ワイルドな-おとな

しい 

17/X 淡白な-濃厚な 

8/L 重厚な-軽薄な 18/W なじみやすい-なじみに

くい 

9/M 神聖な-俗っぽい 19/X ロマンティックな-リア

リスティックな 

10/

N 

都会的な-田舎的な   

決定ル

ール 

CI 値 選択された形容詞 

O2W1 7/ 9 O2：シックな-野暮な W1：なじみやすい 

X2W1  7/ 9 X2：ロマンティックな-リアリスティックな  

W1：なじみやすい 

N3W1  6/ 9 N3：田舎的な W1：なじみやすい 

B1O2  5/ 9 B1：愉快な O2：シックな-野暮な 

O2P1  5/ 9 O2：シックな-野暮な P1：ナチュラルな 

O2Q1  5/ 9 O2：シックな-野暮な Q1：女性的な 

O2S3  5/ 9 O2：シックな-野暮な S3：ゆったりした 

O2V1  5/ 9 O2：シックな-野暮な V1：淡泊な 

V1W1R2  5/ 9 V1：淡泊な W1：なじみやすい  

R2：上品な-下品な 

B1N3  4/ 9 B1：愉快な N3：田舎的な 

B1X2  4/ 9 B1：愉快な  

X2：ロマンティックな-リアリスティックな 

E2N3  4/ 9 E2：活動的な-内向的な N3：田舎的な 

E2O2  4/ 9 E2：活動的な-内向的な O2：シックな-野暮な 

E2R2  4/ 9 E2：活動的な-内向的な R2：上品な-下品な 

E2X2  4/ 9 E2：活動的な-内向的な  

X2：ロマンティックな-リアリスティックな 

S3W1R2  4/ 9 S3：ゆったりした W1：なじみやすい  

R2：上品な-下品な 

V1T2X2  4/ 9 V1：淡泊な T2：モダンな-クラシックな  

X2：ロマンティックな-リアリスティックな 

V1W1M2  4/ 9 V1：淡泊な W1：なじみやすい  

M2：神聖な-俗っぽい 

V1W1T2  4/ 9 V1：淡泊な W1：なじみやすい  

T2：モダンな-クラシックな 



                                                                               
                               

表５ 第二曲ラフ集合による解析結果 ３．結果解析 

紙面の都合で表４及び表５の結果は、CI（Convering 

Index）値が 4/9（0.444444）程度までの掲載としたが，

それぞれ第一曲：３１４，第二曲：２７３の決定ルール

が算出された．このデータを元に A2・B2 などの明確な

キャラクターを保持しない形容詞を除外して決定ルー

ルに使われている形容詞イメージ（評価値）をまとめて

表６に示した。 

尚，本来ならこの作業は併合と呼ばれ，ソフトウエア

によってすべての決定ルールより自動的に計算が可能

なのだが，現時点では入手できていないので，目算で行

っている． 

 

表６ 選択頻度の高い形容詞 

 

第１曲については，著者らが既に開発した特徴認識シ

ステムにおいてもアンケートを行った．アンケート対象

者は個別には全く一致しないが，ほとんど同じ音楽的能

力を保持しているグループである．ここでその 2つのア

ンケート結果を比較検証する．今回のアンケート結果と

の比較を表７に示す．なお，前回アンケートと本アンケ

ートでは，アンケートの使用された形容詞が全く同一で

はない．よって大きな楽曲のイメージをどのように捉え

ているかという観点での比較を行う． 

 

表７ 第一曲アンケート比較表 

 

前回アンケート 本アンケート 

かわいい なじみやすい 

子供らしい  田舎的な 

可憐な 愉快な 

愉快な ナチュラルな 

楽しい 女性的な 

みずみずしい ゆったりした 

素直な 淡泊な 

前回のアンケートは，並行して行った因子分析法によ

る調査との比較検討により，その有用性が確認されてい

決定ル

ール 

CI値 選択された形容詞 

R2E3C3  7/ 9 R2：上品な-下品な E3：内向的な  

C3：地味な 

M2E3C3  6/ 9 M2：神聖な-俗っぽい E3：内向的な 

C3：地味な 

R2B3  6/ 9 R2：上品な-下品な B3：不愉快な 

R2H3C3  6/ 9 R2：上品な-下品な H3：質素な  

C3：地味な 

L3C3E3  5/ 9 L3：軽薄な C3：地味な E3：内向的な

L3C3H3  5/ 9 L3：軽薄な C3：地味な H3：質素な

L3C3J3  5/ 9 L3：軽薄な C3：地味な  

J3：おとなしい 

L3R2E3  5/ 9 L3：軽薄な R2：上品な-下品な  

E3：内向的な 

M2B3  5/ 9 M2：神聖な-俗っぽい E3：内向的な 

C3：地味な 

M2H3C3  5/ 9 M2：神聖な-俗っぽい  

H3：質素な C3：地味な 

M2O1C3  5/ 9 M2：神聖な-俗っぽい  

O1：シックな C3：地味な 

R2O1C3  5/ 9 R2：上品な-下品な  

O1：シックな C3：地味な 

S3B3  5/ 9 S3：ゆったりした B3：不愉快な 

L3B3  4/ 9 L3：軽薄な B3：不愉快な 

L3M2C3  4/ 9 L3：軽薄な M2：神聖な-俗っぽい  

C3：地味な 

L3M2R2  4/ 9 L3：軽薄な M2：神聖な-俗っぽい  

R2：上品な-下品な 

L3O1  4/ 9 L3：軽薄な O1：シックな 

L3V1C3  4/ 9 L3：軽薄な V1：淡泊な C3：地味な

M2V2  4/ 9 M2：神聖な-俗っぽい  

V2：淡白な-濃厚な 

Q2E3  4/ 9 Q2：女性的な-男性的な E3：内向的な

Q2H3  4/ 9 Q2：女性的な-男性的な H3：質素な 

R2Q1C3J3  4/ 9 R2：上品な-下品な Q1：女性的な  

C3：地味な J3：おとなしい 

R2V2E3  4/ 9 R2：上品な-下品な  

V2：淡白な-濃厚な E3：内向的な 

R2V2J3  4/ 9 R2：上品な-下品な  

V2：淡白な-濃厚な J3：おとなしい 

S3C3E3  4/ 9 S3：ゆったりした  

C3：地味な E3：内向的な 

S3C3H3  4/ 9 S3：ゆったりした C3：地味な  

H3：質素な 

S3C3J3  4/ 9 S3：ゆったりした C3：地味な  

J3：おとなしい 

S3C3V1  4/ 9 S3：ゆったりした  

C3：地味な V1：淡泊な 

T3B3  4/ 9 T3：クラシックな B3：不愉快な 

T3R2  4/ 9 T3：クラシックな R2：上品な-下品な

V1B3  4/ 9 V1：淡泊な B3：不愉快な 

V1E3C3  4/ 9 V1：淡泊な E3：内向的な C3：地味な

V1H3C3  4/ 9 V1：淡泊な E3：内向的な C3：地味な

W3  4/ 9 W3：なじみにくい 

X3  4/ 9 X3：リアリスティックな 

第１曲 第二曲 

なじみやすい 内向的な 
田舎的な 地味な 
愉快な 不愉快な 
ナチュラルな 質素な 
女性的な 軽薄な 
ゆったりした おとなしい 
淡泊な シックな 
 不愉快な 

 淡泊な 

 ゆったりした 

 クラシックな 



                                                                               
                               

る． 

以上の結果から，第１曲においては，その楽曲イメー

ジを従来の特徴認識法と大きく相違点がない特徴を抽出

していると考えられる．また，第一曲の対局のニュアン

ス（短調）を持つ第二曲においてもその抽出結果は我々

が感じる楽曲イメージと大きく変わらない． 

 

４．結論 

以上の３節における結果解析から本論文で行ったラフ

集合による音楽の特徴認識では，ネガティブなイメージ

をも包合した色彩イメージと楽曲のイメージの連携的な

把握が可能なシステムであることが判明した．しかし，

今回のアンケートでは，以下の点について今後の課題が

残った． 

ⅰ）サンプル数を増やしてより多くの楽曲における特

徴把握を行う必要性 

ⅱ）A2（子供らしい-大人っぽい）というような中間的

なイメージの認識 

ⅲ）楽曲の基礎データー（調性・テンポ・小節数）を

変化させた場合の特徴把握の状況 

 以上の課題を検討して，ラフ集合を用いた音楽認識シ

ステムの完成をめざす予定である． 
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譜例 

 

譜例１：サンプル曲第一曲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

譜例２：サンプル曲第二曲 

 

 


